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田中ひろし田中ひろし市政
報告

鶴岡市議会議員〔無会派・総務常任委員会〕

2011
JAN.

　2011年、鶴岡市は穏やかなお正月
を迎えました。「新・文化会館構想」「ユ
ネスコ食文化都市への立候補」などが
新たな動きを見せている一方、「加茂水
族館改築」「庄内自然博物園整備」のよ
うに具体的なイメージが現れてきたプ
ロジェクトもあります。
　さて、行財政改革推進委員会や学校
適正配置検討委員会の中間報告では、
公共施設や補助金の見直し、学校の統
廃合など、市民生活に大きな影響を与
える内容に踏み込んでいます。
　まちのカタチが少しずつ、しかし、
大きく変わろうとしている今、市民お
一人お一人が市政への関心を高めるこ
とが大切です。私もいろいろな方法で
情報発信して、行政と市民の情報共有
が進むよう努力いたします。
　2011 年が益々よい年に（よい都市
に！）なりますよう、皆様のご指導と
ご協力を宜しくお願い申し上げます。

鶴岡市議会議員　田中   宏
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＜連絡先＞　事務所　〒 997-0036 山形県鶴岡市家中新町 13-35  メール：officefon@gmail.com

　　　　　　　　　　TEL 0235-22-0068　FAX 0235-22-0098

　　　　議会事務局　〒 997-8601 山形県鶴岡市馬場町 9-25 鶴岡市役所２階

　　　　　　　　　　TEL 0235-25-2111　FAX 0235-24-9071

◎行政と市民の情報共有、
　市政への市民参加を進めます

◎他の自治体を積極的に視察し、
　先進事例に学びます

◎鶴岡の情報発信に励み、
　全国に鶴岡ファンを増やします



田中ひろし市政報告 2011.1(2)

去る 2010 年 9 月 7 日〜 29 日に行われた鶴

岡市議会９月定例会を振り返ります。なお、

鶴岡市議会ホームページから、本会議の映像

や会議録をご覧いただけます。
→ http://www.city.tsuruoka.yamagata.jp/gikai/

　それぞれの地域がその地域内でのコミュニ

ティの絆をしっかりと強めて、魅力ある個性

を輝かせること。そして、地域間の交流を今

よりも盛んにして、さまざまなコラボレーショ

ン＝「協働」に結びつけていくこと。東北一

広い面積を持つ鶴岡市が、バラバラではなく

一体感を持って発展していくために、この２

点が不可欠です。

　そこで９月定例会の一般質問では、地域活

動の拠点である「コミュニティセンター」、鶴

岡市の代表的な文化施設である致道館・大宝

館・文化会館について取り上げました。

　① コミュニティセンター（コミセン）について

　鶴岡市内には多くの公共施設がありますが、

鶴岡市民全員の共有財産として更に稼働率を

高め、活性化しようとする努力が必要だと考

えます。たとえば、旧鶴岡市の 21 地区に配置

されたコミセン。平成 20 年度、約 39 万人が

利用した地域づくりの拠点です。

コミセンの存在意義を高めるには、

（１）若年層にも使いやすく！　各地区の未来

を担う若い世代の利用者を開拓

（２）地域間の交流を！　空き時間を、他地区

からの利用にも積極的に公開

の２点の改善が必要です。

・施設情報をホームページなどで広く公開

・空き状況確認や予約受付を電子化し、ケー

タイやパソコンからも予約可能に

の２つを提案しました。

　コミセンの施設情報（広さ／間取り／価格

など）は、鶴岡市ホームページで公開されま

した。ぜひご参照ください。
→ http://www.city.tsuruoka.lg.jp/020200/page4351.html

　一方、空き状況確認や予約受付を電子化す

ることについては消極的な答弁でした。既に

多くの自治体で導入事例があるので、当局に

は長所短所をしっかり分析した上で判断して

ほしいものです。

　鶴岡市内にはコミセンの他にも様々な「〜

〜センター」があります。それらの中にも、

コミセン同様に活性化すべき施設が少なくあ

りません。市民全員の共有財産として、有効

活用していきましょう！

9 月定例会・一般質問

平成 22 年
12 月定例会
議決の内容
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#$"h     41.4=> 700st 800st1,400st 2,400sF 
#_$%h    41.2=> 800st 900st1,600st 2,600sF 

&'()*?+�,-./01�234567�8

 
 
 
 

 

 

 

 

pq0r 

198.0= 

 

 
9h 

:+0; 

31.0= 

<=h 

 

>?h 

 

uvwx0 

31.2= 

B}~� 

 !h 

30.3= 

B}~� 

@Ah 

29.3= 

 

#Mcbh 

27.5= 

 
!
"
#
$ 

 #_$%h 

41.2= 

#y 

cbh 

19.7= 

XY 

cbh 

37.7= 

#M"h 

43.1= 

#y"h 

44.6= 

#$"h 

41.4= 
z{|h 

19.7= 

BC 

 

D 

EF 

G 

EF 

HI 

EF 

 

%
&
'
(
)
* 

BC 

J 

 Vo 

K2LMNO-./0 
>?@ABCF 

PQ 

RQ 

STh 

STh 

+
,
- 

  UV 

 

 ! "  #$%&'()*+,-./0 1 2 3  456789 

: 3 ; < 5149.78= 
>?@ABCDEF 

GH;< 990.28= I J KLJMNOP 

Q R S  TELTU7TTVT  FAXTT7WVV6  XYZ[998 

\]^_`"  #$%&'()*+,abc defg 8Uf 
>?@ABCDEF  

h " ; < 

                     ij   ik   lm   Dn 
Vo pq0r     260.5=>2,600st4,100st6,800st13,100sF 

uvwx0    31.2=>  700st 800st1,400st 2,400sF 
XYcbh    37.7=> 700st 800st1,400st 2,400sF 
#Mcbh    27.5=> 700st 800st1,400st 2,400sF 
#ycbh    19.7=> 700st 800st1,400st 2,400sF 
z{|h     19.7=> 700st 800st1,400st 2,400sF 
B}~� !h  30.3=> 700st 800st1,400st 2,400sF 
#M"h     43.1=> 700st 800st1,400st 2,400sF 
#y"h     44.6=> 700st 800st1,400st 2,400sF                       
#$"h     41.4=> 700st 800st1,400st 2,400sF 
#_$%h    41.2=> 800st 900st1,600st 2,600sF 

&'()*?+�,-./01�234567�8

 
 
 
 

 

 

 

 

pq0r 

198.0= 

 

 
9h 

:+0; 

31.0= 

<=h 

 

>?h 

 

uvwx0 

31.2= 

B}~� 

 !h 

30.3= 

B}~� 

@Ah 

29.3= 

 

#Mcbh 

27.5= 

 
!
"
#
$ 

 #_$%h 

41.2= 

#y 

cbh 

19.7= 

XY 

cbh 

37.7= 

#M"h 

43.1= 

#y"h 

44.6= 

#$"h 

41.4= 
z{|h 

19.7= 

BC 

 

D 

EF 

G 

EF 

HI 

EF 

 

%
&
'
(
)
* 

BC 

J 

 Vo 

K2LMNO-./0 
>?@ABCF 

PQ 

RQ 

STh 

STh 

+
,
- 

  UV 



(3)田中ひろし市政報告 2011.1

　② 致道館と大宝館について

　どちらも中心市街地に位置する「鶴岡の顔」

とも言うべき施設ですが、最近、入ったこと

はありますか？というのも、利用者の中で鶴

岡市民が占める割合はわずか８％だからです。

　致道館は平成 21 年度、3 万 7 千人ほどの

利用者のうち、市内からは 8%＝約 3千人。1

日たった 10 人ほどです。2010 年 9月、「世界

的な学術文化都市」を目指すというシンポジ

ウムまで開催した鶴岡市にとって、東北唯一

の藩校建造物として国指定史跡になっている

致道館は、庄内藩から連綿と続く「学び」の

シンボル。生涯学習の一環として、市民がもっ

と親しみ、活用できる施設に改善していくべ

き、と質問しました。

　「致道館が持つ歴史性、文化性に沿った学習

活動をされている団体」には使用を許可して

おり、「論語の素読教室など致道館教育の学習

のほか、茶道、華道、短歌、俳句の活動や講

演会など一般の人を対象とする各種学習の場

としての活用例」があるとのこと。

ぜひ皆さんの知恵を集めて、致道館に新たな

光を当てていきましょう！

　一方、大宝館の利用者は平成 21 年度、2万

5 千人ほど。市内からは 8% ＝約 2 千人と寂

しい限り。そのうち小中学生は 433 人と１日

１人か２人。鶴岡ゆかりの先人の偉業を紹介

している大宝館には、大人だけでなく、地元

の子ども達にこそ憧れをもって触れてほしい

ものです！

　大正４年、大宝館が建設された当時、１階

は物産展示と図書館、２階は会議室と食堂と

して設計・利用されていたそうです。国指定

の重要文化財である札幌の時計台や福岡市文

学館を例に挙げ、より一歩市民に開放した形

での活用を図っていく中で、文化財として大

切に保護していくべき、と提言しました。

　市内にも、松ヶ岡の蚕室や藤島の東田川文

化記念館、鶴岡カトリック教会など、明治期

に建築された文化財でありながら今でも生き

生きと活用されている例があります。

ましてや、致道館と大宝館という最高の場所

にある施設は、鶴岡の顔として魅力アップを

図り、教育面でも観光面でも力を発揮しても

らわなければなりません！

　③ 文化会館について

　約 40 年に渡って旧鶴岡市の文化を育んでき

た鶴岡市文化会館。しかしながら、響きの乏

しいホール、狭くて座り心地が悪い客席、楽

屋不足など、現代の基準に照らすと問題が多

いのが実情。一流の芸術・芸能イベントの庄

内公演は鶴岡を避けて、酒田「希望ホール」

か余目「響ホール」に流れる傾向があります。

それならば「新・文化会館」を！という声は

ずいぶん前から上がっていましたが、場所や

経費など議論がまとまらず、現在に至ってい

ます。

　文化会館ほどの規模の施設では、構想から

設計・建設まで少なくとも５年間はかかるの

が一般的。数十億円に上る事業費に財政負担

が少ない「合併特例債」を利用するとすれば、

タイムリミットは平成 27 年度なので、( → )
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( → ) 平成 23 年度に動き出してもギリギリの

タイミングです。

そんな事情に、芸術文化協会をはじめとする

市民有志の熱心な推進運動が加わり、「新・文

化会館」がクローズアップされてきたわけで

す。9月定例会に続いて 12 月定例会の一般質

問でも取り上げましたし、その後の新聞報道

なども併せて、現時点での方向をまとめてお

きます。

▽合併特例債期限の平成 27 年度までには、何

らかの手法で文化会館を整備する

▽改修（リフォーム）か改築（新たに建設）

かの基本方針は、市役所内の検討委員会で 22

年度内に決定する

▽ 23 年度から、市民各層から構成される整備

検討委員会などを組織する

　改修・改築いずれの方針になるにせよ、50

年後 100 年後を見据え、鶴岡市にふさわしい

文化拠点のあり方を議論するチャンス。「市民

の声を取り入れる」のでは不充分です。

「市民と行政が共に作り上げていく」文化会館

にしていくために、なるべく早い段階から市

民が議論に参加できるよう、働き掛けていき

ます。

▼市政報告会を開催していきます。一方通行ではなく、語り合う形で

意見交換させて頂きたいと願っております。会合などにお呼び頂ける

と嬉しいです！お気軽にご一報ください。

▼広報紙での『田中ひろし市政報告』は、年４回程度発行していきます。

▼随時、ツイッターやブログでの情報発信も行なっております。

http://tanaka-tsuruoka.net/

http://twitter.com/tanaka_hiroshi

大学生や留学生を鶴岡ファンに！
　　　　　　鶴岡には山形大学農学部や鶴岡高

専、公益大大学院、慶應先端生命研など多くの

高等教育機関があります。せっかく日本全国か

らの学生や世界各国からの留学生など、知性あ

ふれる若者が集まっているのに、地域住民と交

流したり、伝統文化に触れたりするチャンスに

恵まれないまま鶴岡を離れてしまうケースも多

いようです。なんともったいない！

主な活動報告 〜ブログ記事より

《2009 年》

　◆当選証書授与式。 

　◆早朝の魚市場に思う。 

　◆「すごいぞ！鶴岡の工場フェスタ」 

　◆防災服。 ◆静岡県伊東市との交流。 

　◆初議会。 ◆ネット de 市議会。 

　◆総務常任委員会協議会。◆鶴岡江戸屋敷。

　◆ 12 月定例会。 　◆鶴岡市芸術祭。

 

《2010 年》

　◆まんまルーム。 　◆総括質問。 

　◆予算委員会：平成 21 年度予算の 3 月補正。

　◆予算特別委員会。 ◆総務常任委員会。 

　◆４月臨時会。 　　◆事業仕分け。 

　◆藤沢周平記念館視察。 

　◆マリカ東館、そして駅前空間の活性化。 

　◆市長説明。 

　◆総括質問から：創造都市ネットワーク 

　◆友好／姉妹／兄弟都市。 

　◆農商工観の連携強化。 

　◆北海道は暑いどー (@_@) 

　◆一般質問報告：公共施設の電子予約化 

　◆温海トンネル見学。 

　◆地方自治情報化推進フェア 　　　…ほか

B
ブ ロ グ

LOG ／ t
ツ イ ッ タ ー

witter での情報発信も！

　鶴岡の子ども達との交流は、双方に良い影響

を与えることでしょう。致道館での素読体験で、

鶴岡の学術文化の「根っこ」である致道館精神

を体感したり。まちづくりにも、若い感性とエ

ネルギーを発揮して頂きたいものです。そうし

た交流を通して地域に友人知人が増え、鶴岡に

愛着を持ち、末永く鶴岡ファン・応援団になっ

てくれるとすればその意義は計り知れません！

提言


